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は
じ
め
に 

 

江
戸
時
代
後
期
、
備
後
国
安
那
郡
神
辺
宿
（
広
島
県
福
山
市
神
辺
町
）
に
私
塾
、
黄
葉

夕
陽
村
舎
を
開
き
、
儒
学
者
と
し
て
教
育
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
漢
詩
集
『
黄
葉
夕
陽

村
舎
詩
』
に
よ
り
漢
詩
人
と
し
て
全
国
に
名
を
は
せ
た
人
物
が
菅
茶
山
（
一
七
四
八
～
一

八
二
七
）
で
あ
る
。 

 

菅
茶
山
は
、
延
享
五
年
（
一
七
四
八
）
二
月
二
日
、
父
菅
波
樗
平
（
１
）
（
諱
は
扶
好
）

と
母
半
の
間
に
長
兄
と
し
て
生
ま
れ
た
。
幼
名
は
百
助
、
通
称
は
久
次
郎
と
い
い
、
長
じ

て
通
称
を
太
中
、
名
を
晋
帥
と
し
、
字
は
礼
卿
、
茶
山
と
号
し
た
。「
茶
山
」
と
い
う
号

は
、
神
辺
に
所
在
す
る
茶
臼
山
（
現
在
の
要
害
山
）
に
由
来
し
て
い
る
。
頼
山
陽
の
「
茶

山
先
生
行
状
」（
２
）

に
も
、
号
の
由
来
を
「
茶
臼
山
あ
り
、
因
り
て
自
ら
茶
山
と
號
す
」

と
記
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
基
本
的
な
問
題
と
し
て
「
菅
茶
山
」
は
、
ど
う
読
む
の
で
あ
ろ
う
か
。 

辞
典
類
に
は
、
古
く
は
、「
か
ん
（
ク
ワ
ン
）
さ
ざ
ん
」
の
み
を
載
せ
て
い
る
場
合
が
多

く
（
３
）
、
近
年
は
、「
か
ん
ち
ゃ
ざ
ん
」
を
項
目
と
し
、「
か
ん
さ
ざ
ん
と
も
」（
４
）

を
附
し

た
も
の
や
「
か
ん
ち
ゃ
ざ
ん
」
の
み
の
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
る
（
５
）
。 

し
か
し
、『
備
後
史
談
』
第
十
五
巻
九
（
６
）
（
昭
和
十
四
年
）
に
収
録
さ
れ
る
得
能
正
通
氏

の
「
菅
茶
山
と
頼
山
陽
」
と
い
う
講
演
記
録
に
よ
る
と
、
得
能
氏
は
「
菅
（
す
が
）
は
菅

波
を
修
し
た
も
の
で
、
我
が
地
方
で
は
菅
（
か
ん
）
と
は
い
わ
ず
、
菅
（
す
が
）
と
呼
ん

で
お
り
ま
す
。」「
地
方
で
は
茶
山
（
さ
ざ
ん
）
と
は
申
し
ま
せ
ぬ
。」
と
述
べ
、
当
時
、

全
国
的
に
知
ら
れ
た
読
み
と
地
元
で
の
読
み
の
相
違
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
ま
た
当
館

所
蔵
の
「
重
要
文
化
財
菅
茶
山
関
係
資
料
」（
以
下
「
菅
茶
山
関
係
資
料
」
と
す
る
）
に

も
、「
す
が
」
と
読
ん
だ
資
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
小
寺
清
先
（
７
）

の
和
歌

集
『
楢
園
集
』
の
序
文
で
は
「
菅
晋
帥
」
と
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
草
稿
（
８
）

に
は
「
す

か
の
と
き
の
り
し
る
す
」
と
ひ
ら
が
な
で
記
し
て
い
る
。 

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
事
例
を
踏
ま
え
て
、
菅
茶
山
の
姓
・
字
・
名
・
号
の
読
み
に
つ

い
て
、
改
め
て
考
察
し
て
み
た
い
。 

 一 

号
は
「
チ
ャ
ザ
ン
」
か
「
サ
ザ
ン
」
か 

 

 

ま
ず
、
号
で
あ
る
「
茶
山
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

 

地
元
神
辺
で
は
、「
カ
ン
チ
ャ
ザ
ン
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
述
し
た

よ
う
に
神
辺
宿
の
南
に
聳
え
る
「
茶
臼
山
」
が
号
の
由
来
で
あ
り
、
現
在
で
は
「
チ
ャ
ザ

ン
」
の
読
み
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、「
カ
ン
サ
ザ
ン
」
と
い
う
読
み
は
、「
茶
山

集
」
で
知
ら
れ
る
南
宋
の
官
僚
・
詩
人
で
あ
っ
た
曽
幾
の
号
「
茶
山
居
士
」
に
倣
っ
た
（
９
）
。

あ
る
い
は
「
チ
ャ
」
は
慣
用
音
で
あ
り
、「
山
（
サ
ン
）」
と
の
組
合
せ
は
、
唐
音
で
あ
る

「
菅
茶
山
」
の
姓
名
・
号
に
つ
い
て  

― 

茶
山
・
晋
帥
・
太
中 

― 

岡 

野 
 

将 

士  
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「
サ
」
が
正
し
い
と
す
る
意
見
も
古
く
か
ら
あ
る
。「
茶
」
は
、「
サ
」「
タ
・
ダ
」「
ト
」

が
、
そ
れ
ぞ
れ
呉
音
・
漢
音
・
唐
音
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、「
チ
ャ
」
は
慣
用
音
に
分

類
さ
れ
る
。
慣
用
音
と
は
、
本
来
の
音
と
は
違
う
、
慣
用
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
で
定
着

し
た
音
と
さ
れ
て
い
る
。「
チ
ャ
」
と
い
う
音
は
、
平
安
時
代
末
に
は
日
本
に
伝
わ
っ
て

い
る
が
、
分
類
す
べ
き
音
が
な
い
た
め
慣
用
音
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

で
は
、
菅
茶
山
関
係
資
料
に
手
が
か
り
を
探
し
て
み
よ
う
。 

 

茶
山
の
こ
と
を
「 

 

」
山
と
表
記
す
る
も
の
が
、「
賡
韻
奉
醻

山
先
生
芳
看
花
見
憶

作
」、「
奉
答

山
先
生
遊
芳
野
山
花
下
見
寄
書
」（

10  
）
（
写
真
１
）
と
「
謝

山
菅
先
生

見
寄
題
海
昭
閣
之
高
作
」（

11  
）

が
あ
る
。
前
者
は
、
茶
山
と
親
し
く
交
流
し
た
幕
臣
の
岡

本
花
亭
が
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
に
茶
山
に
贈
っ
た
作
品
、
後
者
は
、
仙
台
の
詩
僧
で

あ
っ
た
南
山
古
梁
の
作
品
で
あ
る
。『
大
漢
和
辞
典
』
に
よ
る
と
、「

」
の
音
に
「
サ
」

は
な
い
。
漢
音
が
「
タ
」、
呉
音
が
「
ダ
」
で
あ
る
。「

」
と
「
茶
」
と
共
通
す
る
音

は
「
チ
ャ
」
で
あ
る
。『
集
韻
』
に
よ
れ
ば
、
反
切
は
「
直
加
切
」
で
、
そ
れ
に
従
え
ば
、

「
直
（
ｚ
ｈ
ｉ
）」
の
頭
子
音
と
「
加
（
ｊ
ｉ
ａ
）」
の
頭
子
音
を
除
い
た
も
の
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
と
な
り
、「
ｚ
ｈ
ａ
」
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。（

12  
）
。 

        

 

ま
た
、
茶
山
の
門
人
で
あ
り
、
茶
山
の
斡
旋
に
よ
り
尾
道
屋
菅
波
家
の
当
主
と
な
っ
た

菅
波
序
平
が
晩
年
に
口
述
筆
記
さ
せ
た
『
菅
波
信
道
一
代
記
』（

13  
）

前
編
巻
之
九
で
は
、

明
確
に
「
茶ち

ゃ

山
翁を

う

」
と
ふ
り
が
な
が
ふ
ら
れ
て
い
る
。（
写
真
２
） 

 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
茶
山
」
は
「
チ
ャ
ザ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
。 

 

二 

「
晋
帥
」・「
礼
卿
」・「
太
中
」
に
つ
い
て 

 
 

次
に
、
名
の
「
晋
帥
」、
字
の
「
礼
卿
」、
通
称
の
「
太
中
」
の
由
来
に
つ
い
て
、
触
れ

る
。
通
称
の
「
太
中
」
は
、
未
詳
で
あ
る
。「
晋
帥
」「
礼
卿
」
に
つ
い
て
は
、「
茶
翁
口

授
」（

14  
）

に
は
、「
左
僖
廿
七
年
晋
文
公
謀
元
帥
趙
衰
曰
、
郤
穀
可
臣
亟
聞
其
言
矣
、
説
礼

楽
而
敦
詩
書
云
々
」
と
記
さ
れ
、『
春
秋
左
氏
伝
』
僖
公
二
十
七
年
の
記
述
を
典
拠
と
し

て
い
る
。 

 
 

「
晋
帥
」
の
「
晋
」
は
、
晋
国
、「
帥
」
は
元
帥
か
ら
、「
礼
卿
」
の
「
礼
」
は
礼
楽
、

「
卿
」
は
下
軍
の
将
の
こ
と
で
あ
る
。 

        

 

 
写真１ 「奉答（ 山先生遊芳野山

花下見寄書」（部分） 

写真２ 『菅波信道一代記』前編巻

之九（部分） 
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『
春
秋
左
氏
伝
』
の
「
僖
公
二
十
七
年
」
の
う
ち
、
茶
山
に
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る

記
述
に
触
れ
る
。 

ま
ず
、「
晋
帥
」
は
、
晋
公
が
三
軍
（
15  
）

を
作
り
、
誰
を
元
帥
（
16  
）

に
す
る
べ
き
か
を

評
議
し
た
時
、
趙
衰
が
郤
縠
を
推
し
、
そ
の
理
由
を
述
べ
た
部
分
に
「
礼
楽
を
説

よ
ろ
こ

ん
て
、

詩
書
を
敦

た
っ
と

ぶ
。
詩
書
は
義
の
府く

ら

な
り
。
礼
楽
は
徳
の
則の

り

な
り
。
徳
義
は
利
の
本も

と

な
り
。

夏
書
に
曰
く
、
賦
納
す
る
に
言
を
以
て
し
、
明
試
す
る
に
功
を
以
て
し
、
車
服
は
庸
を
以

て
す
。」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
晋
公
は
、
郤
縠
を
中
軍
の
将
と
し
た
。 

こ
こ
に
は
、
茶
山
の
生
涯
を
貫
い
た
自
身
の
理
想
の
あ
り
方
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
礼
楽
を
愛
好
し
、
詩
書
を
尊
重
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
詩

は
『
毛
詩
（『
詩
経
』）』、
書
は
『
尚
書
（『
書
経
』）』
を
指
す
。
詩
書
は
、
人
の
行
う
べ

き
正
し
い
道
で
あ
る
義
が
収
蔵
さ
れ
る
府
（
庫
）
で
あ
り
、
義
の
全
て
が
詩
書
の
中
に
あ

る
。
ま
た
、
礼
楽
は
徳
の
法
則
で
あ
り
、
そ
の
徳
の
義
が
あ
れ
ば
、
利
は
自
ず
か
ら
附
随

す
る
と
説
い
て
い
る
。 

つ
ま
り
、
郤
縠
が
、「
礼
楽
を
好
み
、
詩
書
を
重
ん
ず
る
こ
と
が
、
晋
の
元
帥
と
な
る

こ
と
に
不
足
の
な
い
人
物
」
と
い
っ
て
い
る
。
茶
山
自
身
が
、
読
書
を
好
み
、
礼
楽
を
重

ん
じ
る
態
度
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

本
題
の
読
み
で
あ
る
が
、「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
「
楢
園
集
序
文
草
稿
」、
茶
山
が
礼

楽
の
お
こ
り
、
社
会
的
効
用
等
を
説
い
た
「
冬
の
日
か
げ
」（

17  
）

に
は
、
ひ
ら
が
な
で
「
と

き
の
り
」
と
記
し
て
い
る
。「
礼
卿
」
は
、
先
に
触
れ
た
典
故
か
ら
、「
レ
イ
ケ
イ
」
と
読

ま
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
通
称
の
「
太
中
」
は
、「
書
状
断
簡
」（

18  
）

に
、「
タ
チ
ウ
と
い
ふ

な
る
べ
し
、
あ
れ
は
タ
イ
ジ
ウ
と
可
申
事
也
」
と
あ
る
こ
と
や
、「
太
仲
」「
多
仲
」
と
記

さ
れ
て
い
る
例
か
ら
「
タ
チ
ュ
ウ
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

三 

「
菅
」
の
読
み
に
つ
い
て
―
「
カ
ン
」
か
「
ス
ガ
」
か 

 

 

菅
茶
山
の
父
菅
波
樗
平
は
、神
辺
東
本
陣
を
営
む
本
荘
屋
菅
波
家
か
ら
分
家
し
た
（
19  
）
。

茶
山
は
、
江
戸
時
代
の
儒
学
者
の
例
に
も
れ
ず
、「
菅
波
」
の
姓
を
、
中
国
風
の
一
字
表

記
の
「
菅
」
へ
と
変
え
、
漢
姓
を
名
乗
っ
た
と
さ
れ
、
現
在
に
至
る
ま
で
菅
家
で
あ
る
。

前
述
の
辞
典
類
に
は
、「
か
ん
」「
ク
ワ
ン
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
「
ク
ワ
ン
」

は
漢
音
で
あ
る
。 

し
か
し
、
一
方
で
、「
す
が
」
と
発
音
し
た
例
が
菅
茶
山
関
係
資
料
か
ら
確
認
で
き
る
。 

筆
者
が
確
認
し
た
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

① 

『
楢
園
集
』
序
文
草
稿
〔
著
述
稿
本
類
272
〕 

 
 

「
す
か
の
と
き
の
り
し
る
す
」 

② 

覚
（
魚
介
類
代
勘
定
）〔
文
書
記
録
類 

323
〕 

 
 

【
宛
名
】「
菅
野
太
仲
様
」 

③ 

覚
（
な
べ
つ
る
・
く
ろ
か
ね
売
渡
）〔
文
書
記
録
類
324
〕 

 
 

【
宛
名
】「
神
辺
す
が
様
」 

④ 

覚
（
〆
拾
匁
六
分
領
収
）〔
文
書
記
録
類 

333
〕 

 
 

【
本
文
】「
須
賀
多
中
様
」 

⑤ 

覚
（
印
判
料
領
収
）〔
文
書
記
録
類 

336
〕（
写
真
３
） 

 
 

【
宛
名
】「
須
賀
太
仲
様
」 

こ
の
い
ず
れ
も
、
読
み
は
「
す
が
」
で
あ
る
。
②
～
⑤
の
「
覚
」
は
、「
菅
野
」（
す
が
の
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
③
は
、「
す
が
様
」
と
明
確
に
記
し
て
お
り
、
④
と
⑤
は
、「
須
賀
（
す

が
）
太
中
（
仲
）」
と
記
さ
れ
、
音
に
漢
字
を
充
て
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
か

ら
は
、「
す
が
の
た
ち
ゅ
う
」「
す
が
の
と
き
の
り
」
が
確
実
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が



広島県立歴史博物館研究紀要第 24 号 

- 62 - 

写真４ 『菅波老父一代記』巻二（部分） 

 
写真３ 覚（印版料領収） 

分
か
る
。 

 

さ
ら
に
、
前
章
で
触
れ
た
『
菅
波
信
道
一
代
記
』
と
内
容
を
ほ
ぼ
同
じ
く
す
る
『
菅
波

老
父
一
代
記
』（

20  
）

の
巻
二
に
は
、「
菅す

か

乃
翁

を
き
な

」
と
「
菅
」
に
「
す
が
」
と
ル
ビ
が
ふ
ら

れ
た
箇
所
が
あ
る
。（
写
真
４
） 

 

茶
山
の
門
人
で
も
あ
り
、
後
に
菅
波
一
族
と
な
る
信
道
の
一
代
記
に
明
確
に
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、「
菅
（
す
が
）
家
」
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。 

明
治
以
降
、「
か
ん
」
か
ら
「
す
が
」
に
改
め
た
の
で
は
な
く
、
茶
山
の
時
代
か
ら
「
す

が
」
家
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
で
は
、「
か
ん
」
と
「
す
が
」
の
違
い
は
何
で

あ
ろ
う
か
。 

菅
茶
山
関
係
資
料
の
う
ち
、

茶
山
の
も
と
に
寄
せ
ら
れ
た

書
状
類
、
書
画
類
に
は
、「
管
」

と
記
さ
れ
る
も
の
も
少
数
な

が
ら
あ
る
（
21  
）
。
「
菅
」
「
管
」

の
両
者
に
共
通
す
る
音
は
「
か

ん
（
ク
ワ
ン
）」
で
あ
る
こ
と

か
ら
、「
管
」
は
「
か
ん
」
と

発
音
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
（
22  
）
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
、
茶
山
と
交
流
を
持
っ
て
い

た
文
人
た
ち
は
「
か
ん
ち
ゃ
ざ

ん
」
の
発
音
と
認
識
し
て
い
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。 

 

菅
家
は
、
前
述
の
と
お
り
「
菅
波
」
を
「
菅
」
と
し
た
。
こ
れ
は
、
菅
波
家
の
祖
で
あ

る
畠
山
氏
が
、
菅
原
道
真
の
霊
夢
を
見
た
こ
と
か
ら
、
菅
波
に
改
姓
し
た
と
さ
れ
る
。
道

真
は
、「
す
が
わ
ら
」
で
あ
る
が
、「
か
ん
こ
う
」「
か
ん
じ
ょ
う
し
ょ
う
」
と
尊
称
で
も

呼
ば
れ
る
。 

茶
山
の
場
合
も
、「
か
ん
」
は
漢
詩
人
「
か
ん
ち
ゃ
ざ
ん
」
と
し
て
漢
詩
の
世
界
で
通

用
し
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
管
」
と
表
記
さ
れ
た
資
料
の
う
ち
、

名
・
通
称
・
号
な
ど
と
組
み
合
わ
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
多
く
は
「
茶
山
」
と
組
み
合
わ
さ

れ
る
。
一
方
「
菅
」
の
場
合
、
多
く
は
「
太
中
」「
晋
帥
」
と
組
み
合
わ
さ
れ
る
。
と
認

識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
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四 

菅
（
す
が
）
家
の
始
ま
り
は
い
つ
か 

 

茶
山
が
姓
を
改
め
た
こ
と
は
、『
菅
波
信
道
一
代
記
』
巻
八
の
菅
波
一
族
の
系
図
に
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

時
ニ
福
山
ヨ
リ
召
抱
ニ
相
成
リ
儒
官
ト
ナ
ル
。
姓
ヲ
菅
ノ
一
字
ニ
相
改
宗
旨
別
改
家

中
ト
ナ
ル
。 

本
家
弟
圭
治
ニ
譲
リ
相
続
ヲ
ナ
サ
シ
ム
（
23  
）
。 

 

福
山
藩
の
儒
官
に
な
っ
て
姓
を
「
菅
ノ
一
字
」
に
改
め
、
「
家
中
」
と
な
っ
た
た
め
、

「
本
家
」
を
弟
に
譲
っ
た
と
あ
る
。
茶
山
が
、
儒
官
と
な
る
の
は
、
享
和
元
年
（
一
八
〇

一
）
で
あ
る
。「
菅
太
中
」「
菅
晋
帥
」「
菅
礼
卿
」
と
い
っ
た
記
述
は
、
寛
政
四
年
（
一

七
九
二
）
以
前
の
遊
学
時
代
か
ら
す
で
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。 

で
は
、
公
的
に
は
い
つ
使
用
さ
れ
た
か
で
あ
る
が
、『
福
山
市
史
』
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
「
藩
庁
日
記
」（

24  
）

の
雑
事
の
項
目
に
、「（
寛
政
五
年
）
六
月
十
七
日 
一 

菅
太
中
、

米
屋
町
ニ
て
一
ケ
月
両
度
ツ
ツ
講
釈
仕
候
事
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
阿
部
家
分

限
帳
」（

25  
）

に
は
、
御
用
医
師
と
し
て
「
五
人
扶
持 

川
北
村 

菅
太
仲
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
分
限
帳
の
原
本
は
失
わ
れ
て
お
り
、
筆
写
本
で
あ
る
が
、
原
本
の
成
立
年
代

は
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
頃
と
さ
れ
る
。
茶
山
が
儒
官
と
な
り
、
藩
校
弘
道
館
へ

出
講
す
る
前
で
あ
る
。 

享
和
元
年
に
、「
菅
」
と
改
姓
し
た
と
す
る
『
菅
波
信
道
一
代
記
』
の
記
述
と
齟
齬
が

生
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
福
山
藩
か
ら
扶
持
を
も
ら
っ
た
こ
と
」
と
「
儒
官
と
な
っ
た

こ
と
」
を
混
同
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
作
者
の
菅
波
序

平
（
信
道
）
が
茶
山
の
門
人
と
な
る
の
は
、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
以
降
の
こ
と
で
あ

り
、
茶
山
は
す
で
に
儒
官
と
な
っ
て
お
り
、「
菅
」
を
名
乗
っ
て
い
た
た
め
、
上
記
の
よ

う
な
記
述
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

茶
山
の
福
山
藩
と
の
関
係
を
示
す
覚
書
で
あ
る
「
菅
茶
山
履
歴
覚
書
」（

26  
）

の
記
述
は
、

「
寛
政
四
子
八
月
廿
六
日 

五
人
扶
持
被
下
置
」
か
ら
始
ま
る
。（

27  
）

分
限
帳
に
御
用
医

師
と
し
て
記
載
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、「
家
中
ト
ナ
ル
」
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

そ
れ
を
示
す
よ
う
に
富
士
川
英
郎
氏
が
『
菅
茶
山
』（

28  
）

の
中
で
『
萬
波
醒
盧
日
記
』

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
寛
政
四
年
九
月
五
日
の
項
に
、
筑
前
の
藩
儒
亀
井
南
冥
が
蟄
居
謹

慎
と
な
っ
た
記
事
に
続
き
、「
備
後
州
神
辺
の
隠
士
菅
太
仲
、
姓
を
称
し
、
帯
刀
す
る
こ

と
を
許
さ
れ
、
月
俸
五
口
を
福
山
侯
に
賜
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の

こ
と
か
ら
、
寛
政
四
年
に
公
的
に
「
菅
家
」
と
名
乗
り
、
実
家
（
新
宅
）
の
当
主
を
弟
の

圭
二
に
譲
っ
た
の
で
あ
る
。
茶
山
は
藩
士
と
な
り
、
廉
塾
の
塾
主
（
世
話
人
）
と
し
て
、

建
前
上
は
別
家
を
し
た
形
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

茶
山
の
実
家
「
上
本
荘
屋
菅
波
家
」
の
当
主
は
、
弟
の
圭
二
（
29  
）
（
恥
庵
）、
甥
の
養

助
（
30  
）
（
万
年
）、
姪
孫
の
菅
三
（
31  
）
（
自
牧
斎
）
が
引
き
継
い
だ
。 

 

こ
の
菅
三
が
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
の
茶
山
の
死
去
と
同
日
に
、
茶
山
の
養
子
と

な
り
、「
菅
家
」
を
嗣
い
だ
た
め
、
実
家
の
菅
波
家
は
絶
家
と
な
り
、
塾
主
と
し
て
の
「
菅

家
」
が
残
っ
た
。
菅
三
も
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
に
は
、「
菅
（
す
が
）」
と
名
乗
っ

て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
（
32  
）
。 

こ
う
し
た
経
緯
で
、
漢
詩
と
い
う
世
界
で
の
「
か
ん
」
と
、
家
と
し
て
の
「
す
が
」
の

混
同
が
起
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
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お
わ
り
に 

 

こ
こ
ま
で
、「
菅
茶
山
」
の
姓
・
名
・
号
に
つ
い
て
、
検
討
し
た
結
果
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。 

① 

号
の
「
茶
山
」
は
「
ち
ゃ
ざ
ん
」
と
発
音
さ
れ
る
こ
と
。 

② 

名
は
「
と
き
の
り
」、
通
称
は
「
た
ち
ゅ
う
」
で
あ
る
こ
と
。 

③ 

姓
の
「
菅
」
は
、
家
と
し
て
は
「
す
が
」
で
あ
っ
た
こ
と
。 

④ 

「
か
ん
ち
ゃ
ざ
ん
」
は
漢
詩
の
世
界
で
通
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

⑤ 

し
か
し
、「
菅
（
す
が
）」
を
公
的
に
使
用
し
始
め
た
時
期
は
、
寛
政
四
年
（
一
七

九
二
）
に
五
人
扶
持
を
下
賜
さ
れ
た
頃
で
あ
る
が
、
私
的
に
使
用
し
始
め
た
時
期

は
確
定
し
き
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
解
明
に
は
、「
新
宅
」（
実
家
）
と
「
塾
」（
茶

山
が
別
家
し
た
形
）
の
関
係
を
紐
解
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

 

【
注
】 

1 

菅
波
樗
平
（
一
七
二
七
～
一
七
九
一
）
は
、
名
を
扶
好
、
通
称
を
久
助
、
芦
丈
・
樗
平
と
号 

し
た
。
茶
山
の
実
父
で
あ
る
。
川
北
村
（
福
山
市
神
辺
町
）
の
高
橋
家
の
人
で
、
本
荘
屋
菅
波
家 

に
養
子
入
り
し
、
四
代
目
を
継
い
だ
。
後
に
分
家
し
て
上
本
荘
屋
と
号
し
た
。
文
芸
は
、
主
に
俳 

諧
を
嗜
ん
だ
。 

2 

『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
』
遺
稿
附
録 

天
保
三
年 

頼
山
陽
（
一
七
八
〇
～
一
八
三
二
）
は
、
名
を
襄
、
字
は
子
成
、
通
称
は
久
太
郎
、
山
陽
と
号
し 

た
。
茶
山
の
親
友
で
あ
る
頼
春
水
の
子
。
文
化
六
年
末
か
ら
八
年
に
か
け
て
、
廉
塾
の
都
講
を
勤 

め
た
。『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
』
を
批
正
と
と
も
に
、
出
版
に
も
関
わ
っ
た
。 

3 

『
日
本
人
名
辞
典
』
第
三
版 

 

参
文
舎
・
積
文
社 

明
治
三
十
九
年 

『
角
川
日
本
史
辞
典
』
第
二
版 

角
川
書
店 

昭
和
六
十
年 

『
広
辞
苑
』
第
二
版
第
九
刷 

新
村
出
編 

岩
波
書
店 

昭
和
五
十
年 

等
は
「
カ
ン
サ
ザ
ン
」
の
み
の
記
述
で
あ
る
。 

4 

『
広
辞
苑
』
第
七
版 

 

新
村
出
編 

二
〇
一
八
年 

岩
波
書
店 

5 

『
日
本
近
世
人
名
辞
典
』 

二
〇
〇
五
年 

吉
川
弘
文
館 

『
日
本
史
大
辞
典
』 

第
二
巻 

下
中
博
編 

平
凡
社 

一
九
九
三
年 

『
国
史
大
辞
典
』
第
三
巻 

国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会 

昭
和
五
十
八
年 

吉
川
弘
文
館 

6 

『
備
後
史
談
復
刻
』 

芸
備
郷
土
誌
刊
行
会 

昭
和
四
十
五
年  

 

7 

小
寺
清
先
（
一
七
四
八
～
一
八
二
七
）
は
、
通
称
を
常
陸
介
（
後
に
典
膳
）、
楢
園
等
と
号
し 

た
。
笠
岡
陣
屋
稲
荷
社
の
祠
官
を
つ
と
め
た
。
寛
政
十
年
に
は
、
笠
岡
代
官
の
早
川
正
紀
が
設
立 

し
た
郷
校
・
敬
業
館
に
お
い
て
教
育
に
も
従
事
し
た
。『
楢
園
集
』
は
、
清
先
の
和
歌
集
で
、
文 

政
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
茶
山
は
、
清
先
の
依
頼
を
受
け
、
序
文
を
寄
せ
て
い
る
。 

8 

重
要
文
化
財
菅
茶
山
関
係
資
料 

著
述
・
稿
本
類
272
刊
本
で
は
「
菅
晋
帥
し
る
す
」
と
な
っ 

て
い
る
。 

9 

『
山
村
蘇
門
―
近
世
地
方
文
人
の
生
涯
―
』 

今
田
哲
夫 

郷
土
出
版
社 

昭
和
六
十
三
年 

177
ペ
ー
ジ 

10 

重
要
文
化
財
菅
茶
山
関
係
資
料 

書
画
類
195 

11 

重
要
文
化
財
菅
茶
山
関
係
資
料 

書
画
類
185 

12 

『
大
漢
和
辞
典
』 

修
訂
版
第
十
刷 

大
修
館
書
店 

平
成
二
年 

13 

『
菅
波
信
道
一
代
記
』
は
、
尾
道
屋
菅
波
家
の
当
主
で
あ
る
菅
波
信
道
（
一
七
九
二
～
一
八
六 

八
）
が
晩
年
に
口
述
筆
記
さ
せ
た
自
叙
伝
で
あ
る
。
広
島
県
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

信
道
（
幼
名
は
浅
之
丞
）
は
、
医
学
を
志
し
、
廉
塾
に
入
塾
す
る
。
し
か
し
、
茶
山
か
ら
学
問
に 

は
不
向
き
で
あ
る
と
し
て
、
尾
道
屋
菅
波
家
の
養
子
と
な
る
よ
う
勧
め
ら
れ
、
文
化
九
年
（
一
八 
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一
二
）
に
入
家
し
た
。
茶
山
と
の
関
係
か
ら
し
て
、
確
実
に
「
茶
山
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が 

分
か
る
。 

14  

黄
葉
夕
陽
文
庫
資
料 

Ｊ0
1
3
-
0
5
5
 

「
茶
翁
口
授
」
は
、『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
』
前
編
及 

び
後
編
の
語
句
解
説
。 

15  

上
・
中
・
下
の
三
軍
を
作
る
の
は
、
大
国
の
制
度
で
あ
る
。 

16  

中
軍
の
将
を
い
い
、
三
軍
の
全
て
を
統
率
す
る
。 

17 

『
広
島
県
史
』
近
世
資
料
編
Ⅳ 

一
九
七
六
年 

189
ペ
ー
ジ 

18  

黄
葉
夕
陽
文
庫
資
料 

Ｊ0
0
2
-
0
8
5
 

こ
の
書
状
に
は
、
漢
字
の
音
に
つ
い
て
の
や
り
取
り 

が
記
さ
れ
て
い
る
。
長
崎
の
高
松
弥
六
と
い
う
人
が
、
音
に
つ
い
て
、
茶
山
の
門
生
に
対
し
、 

「
第
一
ソ
チ
ノ
先
生
か
名
ヲ
一
ツ
の
音
の
通
り
ニ
守
よ
ま
ぬ
事
と
申
候
て
、
タ
チ
ュ
ウ
と
い
ふ
な 

る
へ
し
、
ア
レ
ハ
タ
イ
ジ
ウ
と
可
申
事
也
」
と
い
っ
た
と
い
う
。
差
出
人
は
不
明
で
あ
る
が
、
音 

の
通
り
に
読
め
ば
、「
タ
イ
ジ
ュ
ウ
」
で
あ
る
の
に
「
タ
チ
ュ
ウ
」
と
発
音
し
て
い
た
こ
と
が
分 

か
る
。
こ
の
書
状
か
ら
は
、
江
戸
時
代
の
名
や
号
が
、
正
し
い
音
で
必
ず
し
も
使
わ
れ
て
い
た
と 

は
限
ら
な
い
と
推
測
で
き
る
も
の
で
あ
る
。 

19  

尾
道
屋
菅
波
家
の
当
主
・
菅
波
序
平
が
口
述
筆
記
さ
せ
た
『
菅
波
信
道
一
代
記
』
前
編
巻
之 

八
に
、
一
族
の
系
譜
が
記
さ
れ
て
お
り
、
実
家
（
新
宅
）
は
、「
上
本
荘
屋
長
作
世
代
之
大
略
」 

と
し
て
、「
初
代 

菅
波
久
助
扶
好
」、「
二
代 

菅
波
太
中
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
は
別 

に
、「
上
本
荘
屋
一
ノ
分
家
」
と
し
て
「
紅
葉
夕
陽
村
舎
世
代
之
大
略
」
と
し
て
、「
初
代 

菅
波 

太
中
」、「
二
代 

菅
三
郎
」
と
な
っ
て
い
る
。 

20 

『
菅
波
老
父
一
代
記
』
は
、『
菅
波
信
道
一
代
記
』
と
ほ
ぼ
内
容
・
挿
図
等
を
ほ
同
じ
く
し
て 

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
「
目
録
」
に
記
さ
れ
る
一
ツ
書
の
項
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
四
項
目
と
一
八 

四
項
目
で
あ
る
。 

21  

書
状
類
541
の
「
日
謙
書
状
」
の
封
書
に
「
神
辺
管
茶
山
先
生
様
侍
史
下
」、
書
画
類
11
の
「
蹊 

跪
餌
図
」
に
は
谷
文
晁
が
「
写
祝 

管
茶
山
先
生
七
十
晋 

文
化
十
丑
初
夏
会
九 

文
晁
」
と
記 

し
て
い
る
例
が
あ
る
。
こ
の
二
例
は
、
「
茶
山
」
と
の
組
合
せ
で
あ
る
。
唯
一
、
「
管
太
中
」
と 

記
さ
れ
る
例
が
、
書
画
類
202
の
「
赤
崎
海
門
書
状
」
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
検 

討
し
た
い
。 

22  

た
だ
し
、「
菅
」
の
「
官
」
は
「
管
に
通
じ
て
、
く
だ
の
意
味
。
茎
が
く
だ
状
に
な
っ
て
い
る 

す
げ
の
意
味
を
表
す
」
と
さ
れ
、「
す
げ
」
は
「
す
が
」
と
も
い
う
と
い
う
点
も
押
さ
え
て
お
き 

た
い
。 

23 

「
菅
」
家
は
、「
菅
波
」
家
の
分
家
で
あ
る
。
本
家
は
「
本
荘
屋
」
と
い
う
屋
号
で
本
陣
役
を 

勤
め
た
。
茶
山
の
父
樗
平
が
「
本
荘
屋
」
か
ら
分
家
し
て
、「
新
宅
」（
上
本
荘
屋
）
と
な
っ
た
。 

こ
の
時
の
当
主
は
父
樗
平
で
あ
る
。
茶
山
は
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
頃
、
新
宅
の
当
主
と
な 

り
、
樗
平
は
隠
居
し
た
。
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
本
格
的
に
塾
を
始
め
た
茶
山
は
、
弟
の
圭 

二
に
家
を
譲
り
隠
居
し
た
。
隠
居
し
た
時
期
は
、
寛
政
四
年
～
五
年
頃
（
一
七
九
三
）
頃
と
推
定 

さ
れ
る
。
こ
の
家
督
相
続
に
つ
い
て
は
、
茶
山
が
家
督
を
譲
る
際
に
認
め
た
「
庭
訓
」（
黄
葉
夕 

陽
文
庫
資
料
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
こ
の
「
庭
訓
」
は
、
家
督
相
続
に
当
た
っ
て
、
当
主
の
心
得 

等
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
茶
山
が
当
主
で
あ
っ
た
時
期
の
出
来
事
に
つ
い
て
も
記
し
て
い
る
。 

「
天
明
の
一
揆
」「
弟
猶
右
衛
門
の
死
去
」「
京
都
遊
学
」
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。
寛
政
二
年
に
最 

初
の
塾
建
物
を
建
て
た
「
土
手
ふ
し
ん
」
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
下
限
は
、
寛
政
三
年
の
「
親
仁 

様
死
去
」
で
あ
る
。「
親
仁
様
死
去
」
は
、
父
樗
平
の
死
去
で
あ
る
。
父
の
喪
に
服
し
て
い
る
間 

に
、
家
督
相
続
が
行
わ
れ
る
と
は
、
考
え
に
く
く
、
喪
が
明
け
た
寛
政
四
年
以
降
に
家
督
相
続
と 

考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。 

24  
『
福
山
市
史
』
近
世
資
料
編
Ⅱ 

教
育
・
文
化
・
宗
教 

福
山
市 

平
成
二
十
四
年 

293
ペ 

ー
ジ 

25  

『
福
山
市
史
』
近
世
資
料
編
Ⅰ 

政
治
・
社
会 

福
山
市 

平
成
二
十
三
年 

47
ペ
ー
ジ 
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  補
注
に
、「
西
備
名
区
（『
備
後
叢
書
』）
で
は
寛
政
未
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
記
載
さ
れ
る
鞆
奉 

行
の
在
職
期
間
か
ら
寛
政
末
年
（
十
二
年
）
で
あ
ろ
う
。」
と
し
て
い
る
。 

26  

重
要
文
化
財
菅
茶
山
関
係
資
料 

文
書
・
記
録
類
279 

寛
政
四
年
か
ら
文
政
三
年
ま
で
の
履
歴
を
箇
条
書
き
に
し
た
記
録
で
あ
る
。 

27  

こ
の
寛
政
四
年
の
五
人
扶
持
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
頼
山
陽
「
茶
山
先
生
行
状
」 

（『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
』
遺
稿
附
録
）
に
林
大
学
頭
と
阿
部
正
倫
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
知
ら
れ
て   

い
る
。
そ
の
た
め
、
漢
詩
人
と
し
て
茶
山
が
評
価
を
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
塾
の
開
塾
と
福
山
藩 

か
ら
の
扶
持
米
は
、
無
関
係
と
は
い
え
な
い
。
正
倫
が
、
茶
山
の
行
状
を
調
べ
さ
せ
た
と
こ
ろ
、 

「
学
行
兼
茂
の
状
を
得
」
た
。
つ
ま
り
「
学
問
と
そ
の
行
い
が
共
に
優
れ
て
い
る
と
い
う
報
告
を 

受
け
た
の
で
」
五
人
扶
持
を
与
え
た
の
で
あ
る
。 

28 

『
菅
茶
山
』 

富
士
川
英
郎 

福
武
書
店 

一
九
九
〇
年 
上
巻 

287
ペ
ー
ジ 

 

寛
政
二
年
に
始
ま
る
「
寛
政
異
学
の
禁
」
の
影
響
が
、
各
藩
へ
広
が
り
つ
つ
あ
る
状
況
を
示
し 

て
い
る
。 

29  

菅
圭
二
（
一
七
六
八
～
一
八
〇
〇
）
は
、
名
を
晋
宝
、
字
は
信
卿
又
は
圭
二
、
恥
庵
と
号
し 

た
。
茶
山
の
末
弟
で
あ
る
。
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
西
山
拙
斎
に
学
び
、
そ
の
後
、
京
・
大 

坂
・
長
崎
に
遊
学
し
た
。
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
に
京
で
塾
を
開
い
た
が
、
同
十
二
年
に
病
没 

し
た
。 

30 

菅
養
助
（
一
七
七
三
～
一
八
一
一
）
は
、
名
を
万
年
、
字
を
公
寿
、
養
助
、
後
に
長
作
と
称 

し
た
。
茶
山
の
弟
の
子
で
、
甥
に
当
た
る
。
圭
二
が
京
へ
出
た
寛
政
十
年
に
、
そ
の
跡
を
嗣
い
だ
。 

天
文
学
に
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
菅
茶
山
関
係
資
料
に
天
文
関
係
の
資
料
を
多
く
残
し
て
い
る
。 

31  

菅
三
郎
（
一
八
一
〇
～
一
八
六
〇
）
は
、
名
を
惟
縄
、
字
は
昭
叔
、
通
称
は
菅
三
、
三
郎
、 

自
牧
斎
と
号
し
た
。
養
助
と
茶
山
の
姪
で
あ
る
敬
の
子
。 

32 

『
菅
波
信
道
一
代
記
』
巻
之
十
六
に
は
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
菅
波
家
の
祖
畠
山
道
元
の 

二
百
年
家
祭
に
参
加
し
た
「
菅
三
郎
」
に
「
す
が
」
と
ル
ビ
が
ふ
ら
れ
て
い
る
。 
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